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Abstract 

To improve the reliability of marine propulsion systems, there are many approaches 

to attain the target. In any approach what it may be engaged, good data of current 

propulsion systems are essential and to be a key to the development of a reliability, and 

maintainability and availability program. 

A tabulation of data elements collected temporarily and continuosly at each data 

collecting and banking system in Japan is presented in the Table. The table categorizes 

the data elements as an item description, reliability description, maintenance description, 

the description of cause, mode and effect of failure and the instruction for data use. 

まえがき

船用推進フ゜ラントの信頼性を向上させるにはいくつ

かのアプローチがあるが，いずれのアプローチを採る

にしても，現状のシステムにおける故障の実態を把握

することがまず必要である。船用推進フ゜ラントの故障

データ・バンキング・システムはこれまでにもいくつ

か存在し，実船からの故障データが収集され，いろい

ろな解析が行なわれて設計にもフィードバックされて

いる。しかしながら，それぞれのシステムを見ると，

調査が 1会社あるいは 1団体の単位で実施されている

ために，わが国の脱船用推進プラントの信頼性とか，

わが国が製造する船用機関の信頼性を議論するといっ

たような全般的な立場の解析や，ある特別な目的を持

つ解析を行なおうとすると，データは量的にもまた質

的にも不足している。さらに，それぞれのシステムで

は調査の目的と立場が異なるために，データの内容が

限られ，その面からも不充分なところがある。これら

のシステムの統一化，完全化をはかるには，それに要

する労力と費用が莫大なものとなり，困難が多い。

そこで，これまでのシステムで収集されたデータを

＊機関性能部原稿受付：昭和49年12月19日

整理して利用に便ならしめるとともに，各情報の不充

分さ，不明確さを補って相互利用をはかる目的をもっ

て，各システムが収集し，また実施中のデータの内容

一翌表を作成した。

本表は，昭和49年10月 1日の時点で，過去に実施さ

れたものと，現在調査を続行中の各バンキング・シス

テムにおけるデーダの内容とその利用法を示してい

る。ご利用される方は，それぞれの使用目的や解析目

的に適したデータを本表から見出し，該当する関係機

関へご連絡の上，データを積極的にかつ有効に利用さ

れることを希望する。

なお，本表に掲げた以外にも故障データの収集は実

施されている。例えば，運輸省では昭和27年から各地

方海運局より届出られた海難を海難統計月報として，

昭和27年から昭和38年 3月までは海運局海務課より，

また昭和38年4月以降は大臣官房統計調査部より刊行

しているが，このデータには船用機関に関する情報が

少ないためここでは採り上げていない。また，同表に

示す海運会社以外の数社および二，三の造船所でもあ

る時期データを収集したことはあるが，調査の目的が

明確でなく系統的でなかったり，部分的，ごく短期間
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表ー1 船用推進フ°ラント故障データ・バンキング・システム内容一覧表

>
調 査

番

調 対 調 調
． 

［ 息

査 象
調査管理機関 実 船 査 査

施
調

査 方 内

方ロ
時 期

期 間 法 合六

1 一時期 運誓輸究省所船機舶関技性術能 1昭和38-40年 き篇靡翡聾 1 盟嬰眉喜晶誌， いない 1故 障

2 I一時期 1誓想怜翡認 I昭和41~44年 昭和41~44年！靡醤魯表， Iいる 1羞 誓

3 I一時期 靡誓喜備公団 昭和41~42年 昭和41年 訪ア船ン調ケ査ート調査， いる 見故用障後，の使意

4 I 一時期 1 塁日本翡国有贋鉄覧道塁所 昭和42年 1 昭和41年 1 調 査 表 Iいる羞晶乱

5 I一時期 1贔奮晨闘瓢 l 昭和43年 昭和39~43年 事 故 報 告 書 Iいる 1ふ 晶

6 I一時期 船工舶務賂部備公団
I 闊闊翡炉 疇諜靡 I贔紬五卜調査 Iいる 19評9価曇

7 一時期 ？日本誓造船研鰐究協 昭和43~44年 昭和43年 1アノケート調査 Iい る 童大事故

8 I 一時期 運検輸査省制船度舶課局 昭和44~45年 1闊悶腐農＇ 塁 贔 雷 嘉 誓 lいる 故 障

9 I一時期 l籠聾戸 l昭和44~45年 1限定せず 雷瓢話る事故 1いない I事 故

10 I一時期 晶羹信靡慶贋麦 I昭和44~45年 昭 和40~44年 1I 事 故 報 告 書 Iいるふ晶

11 1一時期 1嘉靡嘉誓塁喜練 1昭和45~47年 昭和37～碑 船誓簿内作，業工締事，仕来様 Iいない 1塁 塁

12 I一時期 1,靡喜備公団 I昭和46~48年 1色篇謡聾 I芝調茫査秤峰 ぃる 故 障

13 一時期 機日本関船管主理協研会究会 昭和40,...,41年 昭和40年度 調関文査撮，故要票障日報（基誌告，は書機公） いる 事 故

14 一時期 機日本関船管主理協研会究会 昭和40,...,,41年 昭和39年度 請調障ア査報求プ票告害ロ書，グ（基公，等修文）は故理， いる 事 故

0 ：該当システムのデータまたは参考資料に採録されているもの。 △：システムのデータには載
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~ 般 船 の
番

調 査 茫 象 船 船 用 建

造

造
主

船
調査船の範囲と抽出法 調査対象隻数 調査対象機器の範囲

所
万ロ

I名
名 途 名

1 8をサ.oo持ンoつプpル日s本抽以船出上よのり主層機別 I 鉱貨タ ン石物カ船船ー 28227隻隻隻 機関関係機器
I o o o o 

2 貨ニン物カュ船ーー，ヨー中近ク航東航路定路期夕 I 貨タ ン物カ船ー 1162隻隻 I 機関関係機器 i O I 0 。 1 。

3 I 公貨団物共船有，遠旅隔客操船縦 貨旅 物客 船船 6696隻隻 I 主操機縦装関遠置隔
II 。¥。¥。¥ △ 

4 青（函デ連ィ絡ー船ゼル船） 7隻 “ーゼル主機の燃 1 。 1 。 。 1 △ 

5 委員が所屈する各社船 限定せず ディーゼル主機閑

゜
010 △ 

6 I 翁醤悶認建迅船 1 鵞讐麿 醤塁 讐贔贋冒部，電 II 。 1 。 1 。 1 △ 

7 I 蒸気ターピソ船 I 醤問信 醤 雷蘊ノプフノ＼。＼。＼ △ ¥。

8 I J G 船 JG船全部 誓五：：：：度i,II 。 1 △ I 。 1 △ 

， 委き員る範がデ囲ータを収集で 限定せず 麟ヽービン機関関 I X X X I X 

10 委員が所属する各社船 限定せず ディーゼル発電機関 II 。

゜゚
△ 

11 1 航海訓練所練習船

I 

(701,22隻%2番船） 1 船畠舶器用巳全関機部器，無（線甲板部 1 。 1 。 1 。 △ 

12 l 怠讐翡有44,45年度 1 塁讐信 噂 l （甲口宣間覧気） II 。 1 。 1 。 1 。

13 デ7社ィのー各ゼ社ル船船 360隻 ディーゼルレ主発電機機関ディーゼ） ， 関 △ 

゜゚
△ 

14 I iれ闘た新造雷ディ註ーゼ晶ル船
49隻

タに切譴贔 l 。 1 。 1 。 I △ 

っていないが，別資料より採録可能なもの。 x:データとして採録不可能なもの。
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プ--•` ータ 故 障
番

航海時問 停泊時間 年 機 燃 故障発生時

間 関
料

年各 年各 稼 平

認信旦認旦>り喜法

>見 >間航 間航 動 均
油

平海 平海 日負 種 ， >号J 

均 毎 均毎 数 ー何1 -1 → 

類 の の

1 I。IOIO IO I△ x I x II x I x I O I O I x I x I O I O 

2 △ LO △ 0 XIOIOllxlxlOIOlx X 。¥。

3 I X X x Ix Ix Ix Ix II x Ix Ix Ix Ix Ix Ix Ix 

4¥x x x¥x x¥x¥o¥x¥x x x¥x¥。XI X 

5 △ △ △ △ x I O △ x¥x¥x¥o¥x¥。¥。-¥。

6 0 x x x x x I X II x x x x I x x x 鼻

7 I X △ X I X I X I X I X X X X X I X 
゜

0 I x 

8 I x X x X I X I X X X I X I。lxlololxlx

， x X X X X X X X I X I X X I X I。X I鼻）

10 X I X X X I X X 

゜
X X X 

゜
X 

゜゚
X 

11 △ I △ I △ △ △ I △ △ I △ 
△ △ △ △ 0 

゜゚
12 

゜
（日。数） X X 

゜゚
X X X X X X X X X 

131 X △ I X I△ J x J x J x Ix Ix Ix Ix Ix Ix lo Ix 

141 X △ X I△ x [ x Ix Ix Ix Ix Ix Ix Ix [o I。
(229) 
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デ 夕

番

故 障品名 故障状況 故障原因 故障対策処置 故障

故

羞＇ 
故 ， 故

旦
故

旦
， >

作 作 作

＇ 
饂船彗

障 障 障 障 業 業 業
機 部 施 人

で仁コ 器 品

直
状 原 の 行 員 時

の

篇名 名 況 詳 因 詳 者 数 間

1 1 ox o I o o o o I X 0 0 1。IX I X I。1。

2 0 x o o o o o | 0 0 1 0 0 1 0 0 1。1。

3 I。X I。IX I ox o x x X I X 
X 

X I X 
X 

4 

゜
010  OIC X I。x I O 。IX 

X 
X I X I X 

5 I。1。IO I O I O I O I O I O I x I O I O I x I x I。1。
6 olxlolxlolxl。lxlololxlxlxlxlx
7 I。IOIO I。1。1。IOIO I。。 IX I X I X I 0 △ 

8 I O l(:種t類)I O I O I O I O I O I O I O I O I x I x x I x I x 

9 I。Ix I O I。lolololxlxlolxlxlx xix 

10lololol。1。1。IOIO I X O I。口 X I X 

11 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 △ △ 

12 I。1。1。0 0 1 X 0 1 x X I X I。
X I X I二`

13 I o I o I。1。IOIO IO I。IO I O I x I x I x I。¥。
14 

゜゚
。1。

゜゚ ゜゚ ゜゚
X X I X 010  

(230) 
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整備データ
番

の影轡

『

＇ 
鱈

整 整 整 整 整 整備作業

冒闘備 備 備
施

備 備
部

整備作業容内 整備作者業施行 整備作業人員数 喜作業時間
故障によ港遅延等 故障によ 失額

た 機
の

>晶
，，イ丁一

機 部 品 の， の 器
の ， の > 器 部 品
位号

出る 損る 冒 名 位 名 平I目→

1 I O I X I X I△ x lololololololol x Ix Ix 

2 Ix Ix l0l0ll0l0l0l0l0l0l0l0l0l0I。
3 I x I x I x I x II x I x I x I x I x I x I x I x I x I x I x 

4 | x x O O O X I c o o o O I x I x X I X 

5 I。1x o ox I X I x x I x x X I X I X 
X X 

6 X I X I O X II X I X I X X I X I X I x x I X I X 
X 

7 △ lxlxlxllxlxlxlxlx X X I X X I X X 

8 I x I x I x蘭 X I X I X I X 
X X X I X X I X I X 

91x¥xlx¥x¥¥xlxlxlx xJxlxlxlxlxlx 

10 I x I x △ I。IX I X I X I X I X 
X I X I X 

X I X I X 

11[△ I X 00 0 0 0 0 1。0 IO  I 0 o o l。

12 ri I x I x I x II x I x I x I X I X I X I X I X I X I X I X 

1310 Ix Ix Ix Ix Ix Ix Ix Ix Ix Ix Ix Ix Ix Ix 

141。IxIx Ix II x Ix Ix Ix Ix Ix Ix Ix Ix Ix Ix 
(231) 
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デ ータ処理・解 析
番

デ 電鍔機によるデータ処理 デ開
l 夕 I 

コ
夕

l の
ィ［

解析内容
篇使用電算機機種 使用カード 使用テープ

-＝ 弓
の

喜: 
1 I 無 1 使用せず I - I - I 仇果間翡悶墨喜悶羹鱗 II 公利 用開可

2 I 有 IBM I 』~~ I麿望＿ート〈 1 9罰9讐信〗~ II 翁用胃

3 I 有 I カート分類機 I / - 1羞嗜誓虚闘鵡塁分 1 翁用開

4 I 無 使用せず I - I - I誓謳噌喜胃贔駅取 1 部内用

5 無 使用せず ー 1 ― 贔認磁誌；；ティング， 1 翁用開

6 I 無 1 使用せず I - I - I贋見魯腐虚麿翠翌靡腐 l 貸用開

7 有 1 使用せず I - I - I鱈讐戸？胄農誓 1 翁用開

8 I 有 I HITAC カート 1 紙アプ 雙誓夕→分類とクロ I 翁用開

9 無 I 使用せず I - I ― 整理分類個々の対策のみ II 翁用開

10 I有 I 使用せず 1 - | -I贔認喜斎ぷ云アイ／グ 1 翁用贋

11 有 I 使用せず ー I - I蒻分篇析翡喜篇帽腐恥魯 I 公利用開可

12 I 有 I FACOM270 I ~ I 釦プ 1望分析蹂瓢闘譴喜 l 公利用可開

13 I 有 1 使用せず ー 一 塁誓の整理，要因別の件数 II 倫用胃

14 有 使用せず I - I - I 羞誓噂昌贔譴認靡 公利 用可開

(232) 
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デ ク 利 用

番

連 絡先

会 社・団体名

号

1 
〒181 運輸省船舶技術研究所

東京都三隈市新川 6-38-1 機関性能部
玉木恕乎

I.05 
芝琴平町35 日本造船研究協会

I 
船舶振呻 l--‘‘)1ノ 研究課

二代田区内幸町
または

船舶整備公団工務部

.81 
または船舶技術研究所

哀都三既市新川 6-38-1
機関性能部

4 〒185 鉄道技術研究所
東京都国分寺市光町2-8-38 連絡船研究室

5 
〒105 日本船舶磯関士協会

東京都芝浜松町 1-5 技術委員会

〒100東京都千代田区内幸町

6 2-1-1または
船舶整備公団工務部

〒181
または船舶茨術研究所

ー 東京都三鷹市新川 6-38-1
機関性能部

， 

10 〒105
東京都芝浜松町 1-5

11 

12 

〒102
13 東京都千代田区平河町

2-6-4 海運ビル

〒102
14 東京都千代田区平河町

2-6-4 海運ビル

住 所

〒J
東京都港区

瓜八屈白臨
←-、ジぐしノ V

TlOO東京都千
2-1-1 

〒181
東京都三既市〗

〒100
東京都千代田区内幸町 1-2-2

〒100
東京都千代田区霞ケ関 2-1-3

T100東京都千代田区内幸町
2-1-1 または

〒181
東京都三鷹市新川 6-38-1

課

名

部

者
当

当
担

担

日本舶用機関学会
保守基準研究委員会

日本船舶機関士協会
技術委員会

運輸省航海訓練所
研究調査部

船舶整備公団工務部
または船舶技術研究所

機関性能部

日本船主協会海務熙
中村央央

日本船主協会海務熙
中村央央

参

考

資

料

電話番号

0422-45-5171 
内線 318 

1 

03-502-2371 
2, 3, 4, 5, 6, 
7, 25 

03-501-2146 
または 8 
0422-45-5171 

0425-72-2151 11 19, 26 

03-434-1336 II 13 

03-501-2146 
または 9, 10, 21, 24 
0422-45-5171 

□/502-23711 20 

03-580-3111 1 12 

03-503-5518 II 15, 20 

03-434-1336 II 14 

03-580-3111 1116, 17, 18 

03-501-2146 
または 11, 22, 23 
0422-45-5171 

03-264-7171 II 27 

03-264---,-7171 II 28 

番

号
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番

デ 夕 の 特 長 備 考

可にコ

本調査邦当時系の外統航的船調を査層と別しサン期プルもしていある タービンタンカー3.o3明件xら11時0か-間•に,。デし各てィ船いー種ゼるの。
1 での て初のので°りデータは古い゜ 年ル間タ平ン均カ航ー5海.2時x間10を― 

2 全すと国中近的東デな詳航ィ細路ー調ゼタ査ン機，カ調関ー査にを主対限象機ら船れとが，しニそのュ点ーるでヨはー精ク航度路は貨高物い船， さ日本れ造た船デ研ー究タ協確で会立あ研りさ究，れ部こ会れのに場よでり収各所集
べて ）レ てい。 でシステムが た。

3 連内航な船しの。主使機用遠環境隔操条縦件装を閻調査の故。障のみ。故障と時間との関 主を機求関め遠て隔い操る縦。装置を使用しての意見

4 デ資料ィ。ーゼル主機関燃料弁の適正な手入れ周期を求めた基礎 1 青の主函連機絡関船デ用ーにタ使。用されている 2種類

5 事デ故ィのー現ゼル象主は機詳細関のだ事が故，統とな計的ったに重は大不故向樟きを。集めている。

6 I 内の夕航効。船建果造の明あ後白。る3年年使度用間環にに建境わ造条た件さりれ追を跡た調船調査舶査。用し機て器いにるの対です初る期デ故障ー 1 船識調用機査器結の果信あ頼り性。に対する乗組員の意

蒸解の気検析を出クービン追プい求るラントの璽大事故について利の用デ・ーをタ 故頭障に
7 進と原め因て 。につデいーてタ，とコしてン不ビ足ュ。ータ 船 蕊

！ 

8 要J因G船とのの関ク連ラ分ン析ク軸が行，プなわロれペてラ軸い故る障。のデータ，，故瞬と各 要因のパターン図作成。

9 I 信め頼不性適研究事のデ分ータとよしては， 時閻が計測されていないた
。 例析にはい。

10 I 象ディーゼル発が電，機時関間の事布故が把例握を大で盤きに集めている。事故現
は詳細だ 分 ない。

11 1 訓船練内船におといけうる特作殊業分な船析は2隻詳細の詳。細な故障データ。乗組員の 航海訓練所の特定研究で実施。

12 み内航の船デのー自タ動で化あ機り器，継の故続障調。査公の団要共あ有り44。, 45年度建造船の 年1隻間ののM記録O船あにりつ。乗い組て，員M数のO解笞報析のあり1。

13 各関社，船デ計ィー36ゼ0隻ルン発グと電い。機各う数種関多のみ因くのに対調対象査す船をる絞故の障っデてィいーりるゼ。ルト圭フ機プ 1 機を器提示故障し報て告い害る。の主必要機性関2を.6指件摘l（隻平し，・ 案年） 
ルシューティ 要に 数あ。 均

14 1 本るっ集事た故調計の査は種調で類査あの，る範調。査囲対を象限定船をして限定いるし。， すまなたわ特定ち，の対会象社にとす絞 I 採ルあも上主のる。機げの調み閲られで査11体て.あ1制件いっての／る隻事要，・故全を年体指は比摘の（平較。ご均的デく）一重ィ要部ーなでゼ
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（続き）

>
調 査

番
！ 

~ 調 対 調 調

； 悶

査 象
調査管理機関

実 船 査 査

施
調

査 方 内

号
時 期

期 問 法 合沢

15 一時期 機日本関管船主理協研究会会 昭和43年 i 昭和42年度 各贔社謡の故障，報機告関 1いない 1事 故

16 I一時期 贔翡蒻含会 昭和43年 昭和42年 アンケート試いる I事 故

17 一時期 1贔 翻 蒻 鉛 I昭和43年 昭和42年 ＼故障調査表 いる故障

18 I 一時期 機日本関船管主理協研会究会 昭和4～8年現在 I 昭和4～8年現在 ＼ 調（壺簡表単なもの） いない 故 障

19 I 一時期 機日本関船管主理協研会究会 l 昭和4～8年現在 新造よ2年り間 調査表 いる故障

20 継続中 'i認屑襲 1昭和巴醤在 1昭和竺贔 雷麟 Iいる 1海
難

21 I 継続中 1 贔盃喜事協会 1 昭和竺悶在 1 昭和竺悶在 1 検査報告書 Iいる損傷

22 1継続中 菜各翡魯道 I昭和竺如 l新造彗誓 畠舶事故等報告 Iいる 事 故

23 I継続中 裔誓畠麿三井船 昭和竺翡在 昭和巴如 誓査表，現状報 Iいる 1羞 誓

241継続中 贔盃誓船海務部 1昭和竺如 l昭和竺虚在 1誓眉醤羹 Iいる誓畠

25 継続中 1醤闘喜運海務部 昭和竺虚在 昭和ビ如 l謁査表，訪船
い る 故備M障Aと上，N整記/ 

HOUR 

261継続中 1蒻誓日本汽船 1昭和雲在 昭和二 I識査表 いる 故整 備障

切 継続中 海ジ務ャパ部，ン保ラ船イ部ン 1 昭和4～3年現在 昭和4～3年現在 故現障状整報備告報書告，ーー1→→いフリるー 故整 備障

0 ：該当システムのデータまたは参考資料に採録されているもの。 △ ：システムのデータには載って
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~ 般 船の
番

調 査 対 象 船 船 用 建
造

造
主

船
調査船の範囲と抽出法 調査対象隻数 調査対象機器の範囲 所

号
名 名 途 名

15 I t1謡シリ認ンダ謡当た轟り200~0 I 85隻 渭謳誓ィーゼ¥l。IOIO I△ 

16 I雷讐慧鵡嗚岱 I 34隻 11祠邸闘剛温 II。1。10 0 

17 船委員（専9社用船の各，社貨物自船動化） 73隻 自勁化機器 II。1。1。゜
18 I Iる広全船誓饂発闘 I 約70隻 1醤儡誓贔靡贔凰機関 l。1。1。1。
191 ？叫響所属す I 23隻 I MO船の警報設備 II O IO I 0 △ 

20 I 誓磨腐髯罰に届彗出が鷹あ慧っ I 限定せず I 海［得難関の 障別が分入類って中 I O I O I O I X 

21 I ~勾盃唇翻ゼル船鍔，嘉ター門ヒ 1 （（内昭外和4晶9躙年1月岱現隻在）） I 舟関雑関8関係係機全器機を器含む（機） I O I 。l o l o 

22 I国麟絡船
宇青そ函高の連他連絡絡船船 153隻隻 船舶関係全機器 o l o l o △ 

231 自社麟船 I （昭贔轟現在） 冒屡喜闘闘 II。1。1。1。
24 自社船全船 贔躙騨） I機開関係機器 ）。）。）。）。
25 I 物ヽ自社砿船船畜，全そ―船のチ＇他（謬コ）ンテナ翡， l （昭畠轟現在） 1 機関関係機器 II 。1 。¥ 。1 。
26 I 房自輝喜鐸閏息13（貨隻物船タ1ノ2I （昭畠轟現在） I 機関閑係機器 o l 。1 。1 。
27 自社船全船 這闊靡現在） I機関関係機器 I 。1。1。1。
いないが，別資料より採録可能なもの。 x:データとして採録不可能なもの。
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マスタデータ 運 航
番

吊如ムC.＼ 、 船 船 航 建 船 主 積 主 主 乗組員 航

行 何I I 機 機
卜 の 区 要 関 関 総 各

□ 
何I I 海

域
造 の

の 部メ 役ン＇ 長 航 員 別 次
制 種 形 l ス 配万ロ 員 テ

数 さ 級 限 年 ＾ 1コ

路 類 式 力 数 数 ム 置 数

15 I（約△ △△  0 △ △ olol。 IX I X I X I X △ 

16 （釣l△△  I △ 0 0 △ 0 0 0 1 x x x x I △ 

17 （朽l△△  l △ IO IO I△ I O I O I O II x I x I x I x△ 

18 I O I△ I △ △ 1。 lo △ I o o ox x x x △ 

19 I△ I △ I △ △ I 0 0 △ o¥o¥olxlxlxlxl△ 

20 0 △ o¥olxlolx[ololx!o[o[x[x[x 

21 I o I。 IO I O I O I O I O I O I O I O II x I x I x I x I x 

22 1 △ I △ 0 1 △ △ △ 0 0 1 0 △ o[olxlxlx 

23 I。 1△ l △ I △ 0 0 1 0 0 0 0 1。。 1△ △ 0 

24 I O I△ I △ △ 0 1 △ ¥o ololo △ I △ △ △ 0 

25 △ I △ △ l △ 1。 1△ △ △ I。 1。 1△ △ △ △ 0 

2610 △ △ l △ ¥。 1△ △ △ ¥。 ¥o △ I △ △ △ 0 

27 ¥。 1△ △ I △ ¥。△ △ i △ 0 IO II 0△ I △ △ ¥。
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プ―̀~ータ 故 障
番

航海時間 停泊時間 年 機 燃 故障発生時

間 関
料

年各 年各 稼 平

信認 認冒胄誌

＇ 
羞 讐

>見 >間航 間航 動 均
油

の の
平海 平海 日 負 種 ， >芍に

均 毎 均毎 数 何9 9 類 の の

15 I o I△ △ l △ I △ 0 1。llxlxlxlxlxlxlol△

16 △ I △ △ l △ △ △ △ X I X I X I X I X I X I△ （息）

17 I。1 △ I △ I △ X I X I X I X I X I X 
X X 

X I X I△ 

18 I x △ x △ X △ I △ I X I X I X 心 X I X I X I X 

19 I x △ x △ x J x J x x l x l x 0 閏＼（就の X I X 置〇） 品

20 / x l x l x l x l x l x l x o l 。I X I O I X 鷹手法） 。X 

21 1 X I x x I x x x x x x △ ofolx[xlx 

22 △ I △ △ △ I △ △ △ 0 0 △ IO IO IO I。1△ 

23 △ 0 △ I O △ ololl x Ix lo/ololololo 

24 △ 0 1 △ 0 0 0 1 O X I x o o |。 1。10 △ 

25 △ △ △ △ △ 0 1。1。1。/ololxlxlolo
26 △ 0 △ lo △ ol。llxlxlololxlxlo △

21lololo ololo △ I x I x I O I O I。IOIO I△ 
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デ 夕
番

故障品名 故障状況 故障原因 故障対策処置 故障

故

<， 故

羞喜
故

旦
故

喜i I 
作 作 作

＇ 
認;[ 

障 障 障 障 業 業 業
機 部 施 人

弓に 器 品

｀ 
状

の
原

の >
ィ／一 員 時

名 名 況 詳 因 詳 者 数 間

15 I。¥OI O I O I O I O I O I O I O I O I x I x I x I。。
16 0 0 0 1。1。IO I O I O I O I x I x I x I x I x I x 

17 I O I O I O I O I O I O I O I O I O I x I x I x I x I x I x 

18 I O I O I O I O I O I O I O I O I O I O I O I x I x I x I x 

19 0 x | ox o x o x x x x x x x I X 

20 I。IX （約 x[olololxlxlxlxlxlxlxlx

21 0 | o o o o o l。[olololxlx[xlxlx
22 0 1 X 0 0 0 0 l o o o o o o 0 I O I 0 

23 0 0 0 0 0 0 0 0 i o o I 0 0 0 1。1。
24 1 0 0 0 △ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

25 I O I。[o[o[o[o[olololololo[ololo
261。¥。＼。。＼。¥。。。＼ o¥o¥o¥o¥o¥o

゜
刃 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1。IOI 0 
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整備データ
番

の影密

羞冒闘

＇ 
員I 

整|i整 整 整 整備作業

闘誓備 ！I 伽出
備

備
部

整胃業麿 整胄業胃者 整胃業貪数 霊作喜間
故障によ淮延遅等 故障によ 失額

！機
の

>醤
の 機 器 部 品 の

i 年 の

I の 器部 品
方に

出る 損る 冒
月 位

日 名位 名 置

15 I O I xふIX II X I X I X X I X I X I X 
X 

X I X I X 

rn[x[x[xlxllxlxlx x[xlxlx X X I X I X 

171xlxlxlxllxlxlx xlxlxlolxlxlxlx 

18 I x I x X I X Jxlxlx xJxlxlxlxlxlxlx 

19 x x x I X x x x x x x x I X I X X I X 

20 I x I O I x I x II x I x I x I x I x I x I x I x I x I x I x 

21 I x I x △ X I X I X I X I X 
X I X xlxlxlxlx 

22 I O I O I△ x[[o[o[olo 010  。IOIO I O I 0 

2310 X I。。1。o o o 1。0 0 0 0 1。1。I

24 I O I x心△!0 IO IO I△ 0 △ O I 00  0 △ ＇ 

25 I O X 0 1。1o o l o o o l 0 0 1。¥ololo

26 I O I X I△ X II。01010  ololololo 。1。

27 0 I x I凸 0 II。1。loo o olol。1。。贔
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デ 夕 処 理・解 析
番

了 電算機によるデータ処理 デ開
ク l 
コ 夕

1 の
ド 解析 内 六合

篇

i 
使用電算機機種 使用カード 使用テープ

ーに勺ユ

喜

15 有 使用せず 事運故転実の事績例の分集析計。。 I翁用開

16 I無
使用せず 事故の事例分析。 公利 用 開可

17 無 使用せず 各注要目故因別障発の生事率例。分析。 公利 用 可開

18 無 使用せず 解析未実施 I翡慶眉

19 無 使用せず 解析未実施 I貪慶屑

20 I有 1 分類機 1!:i~ I I - I喜喜誓璽醤贔誓9数 II翁用開

21 有 （船FとAのマCスOMタデ23ー0-タ55） 1 カード 磁気テープ 1故分ペ析防ラ軸軸の。事ポ例ンヒ°分プス析損のト故。ンM障頻，調度Oシ船査。リその。ンの菩プダ他報カロ。 公利用限定開
ボイラのみ処理 バー菱等の傷顔

22 有
FACOM カード I磁気テープ 各備の機他と故器。障の故と障の饂相関解解析析。。整そ I 部 内 用230-60 

23 有 使用せず 分重析要損。傷故障の対整策理分。類。 事例 公利 用 可開

24 I有 I BM 37。I カード I磁気テープ 雰船賢舶修誓繕費の解lJ；析濯。雰そ警の他。 翡利翡用不鵡可

25 I有 使用せず I 事例分析。故障対策。 I社外秘

26 有 I（認I罪BM加360 ） l カード I 事w機例分関析の。保故守障と対故策障。相関B。& 社利用外不秘可

27 有 1 使用せず手作業 I事例分析。麟対策。 一他部は社利外用秘可

(241) 
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デ 夕 利 用
番 夫多

連 絡 先 考

資

会 社・団体名 料

住 所 担 当 部 課 電話番号 番

万ロ

担 当 者 名
万口

15 東〒京102都千代田区平河町海2-運6ビ-）4レ 日本船主協会中海村・務部英央 03-264-7171 I 29 

16 東〒1京02都千代田区平河町、云后t 日本船主協会中讐羹央 I 03-264-7171 30 

171 ;翌塩千代田区平河町海2-6運ビ-4ル 日本船主協会中海村務央翌央 03-264-7171 I 31 

18 東〒京102都千代田区平河町海2運-6ビ-）レ4 日本船主協会晶疇央 103ー264-7171

19 I i轟千代田区平河町、国にiI 日本船主協会中讐塁央 I03ー264-7171

20 東〒10京0都千代田区霞ケ関 2-1-3 1 海上保安庁 航笞備行救安難全課部 03-5内9尉1-963561 1 37, 38 

21 I翡贔区赤坂2-17-26 I 日本海事協会機関部 03-582-0331 
32（-.,部3外6秘,3）9，-.,6654 ~ 
69, 70, 71.....,7g 

22 〒100東1京-都6千-代5田区ま丸たのは内 1 噂絡船請研究憂室贔翡麿 1閉042註5-性72―-6:231 1 一部函喜航麟は路5新に23記造船載な，教ど
東〒1京85都国分寺市光町2-8-38 局連 151 青育内

23 東〒京107都港区赤坂5-3-3 大阪商船三井船舶海務部 103-584-5111 79-87 

241;晶千代田区丸の内 2-3-2 日本郵船海務部 03-212-4311 

88, 89, 90, 91, 

99用62, , （ 秘9973） 参,, 9外考4, 資に9社料5, 。内

251;轟中央区京橋羞―嵐 1昭和海連海務部 |03-270-7211 I 八洲ビ）レ 機関課

26 I東〒1京00都千代田区ーノ昂←1-1 1 山下新日本汽粉海務部 03-216-2111 I 
バレス イドビル

27 東〒京10都0千代田区丸の内国3-際1-1 ジ務ャパン関ラ課イン I 03-212-8211 
ビル 海部機 ，保船部

(242) 
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番

デ 夕 の 特 長 備 考

万ロ

15 最相出近カ関多デを発模ィ索ーしてゼしいルて機いる事関る故の。デおトよーラびタプ盾でル要あシ事りュ故，ーを運テ転まィ条とン件めグて。と故い隙る。と大の 潤録滑が油あ消る黄。量17.，7運件転l隻諸・元年につ（平い均て）も記

16 贔譴噂竺障データ。トラプ）レジューティング。 1 故障件数が明確でない。

17 5ク00で0重あ最る。ト要ン以因上別のに外故航障船件数内航が船整の理自さ動れ化て機い器ろの。故障デー 報4調.告査1件隻の1水数隻準の・割が年船に（，平に故均よ障）り件差数ががあ少る。ない。

I Sulzer のシR修ュND理ー発テ型見ィ主がン機抜グ関。けの故て燃障い焼箇た室所のまでと原わ後り追の故加重障点しデータ。 ド18 ラックブル中 因日に て。いる。卜 現在集計中であって，結果は未完。
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の調査，さらには本表のデータに包括されていて重複

する，などの理由から省いている。今回の調査対象は

船用推進フ゜ラントに関係する機器のみに限っており，

航海計器，レーダ，ジャイロ等については，それぞれ

のメーカが詳細な調査を実施していることを付加えて

おきたい。

本表作成にあたり，調査にご助力をいただいた大阪

商船三井船舶（株）海務部副部長青木強氏をはじめ，情報

の収集にご協力いただいた関係機関の各位に対し厚く

お礼申し上げる。

（参考資料）

1)玉木，瀬尾， 日本造船学会論文集， 119号（昭和

41年6月）。

2)現装機器の信頼性に関する調査研究報告書（第1

報）， 日本造船研究協会（昭和41年3月）。

3)現装機器の信頼性に関する調査研究報告書（第2

報）， 日本造船研究協会（昭和42年3月）。

4)現装機器の信頼性に関する調査研究報告書（第3

報）， 日本造船研究協会（昭和43年3月）。

5)現装機器の信頼性に関する調査研究報告書（第4

報）， 日本造船研究協会（昭和44年3月）。

6)現装機器の信頼性に関する調査研究報告書（第 5

報）， 日本造船研究協会（昭和45年3月）。

7)昭和45年度日本造船研究協会講演会資料（昭和45

年8月）。

8)公団共有船の主機関遠隔操縦装置ならびに機関自

動制御装置の信頼性に関する実態調査報告ー第 1

集，船舶整備公団（昭和42年8月）。

9)公団共有船の舶用機器の信頼性に関する調査 (41

年度建造船の故障調査報告）ー第2集，船舶整備公

団（昭和44年3月）。

10)公団共有船の舶用機器の信頼性に関する調査 (41

年度建造船の故障調査報告）ー第3集，船舶整備公

団（昭和46年10月）。
11)公団共有船自動化機器の信頼性に関する調査（昭

和44,45年度建造船の実態調査）ー第4集，船舶整

備公団（昭和48年3月）。

12)プロペラ軸クランク軸損傷調査解析報告書，日本

舶用工業会（昭和45年3月）。

13)ディーゼル主機関事故特集，マリンエンジニア，

No. 213, 日本船舶機関士協会 (Spring1969)。

14)舶用ディーゼル発電機関の事故特集，マリンエン

ジニア， No.245, 日本船舶機関士協会 (1970)。

15)大型蒸気タービン機関の保守基準， MESJ研究

(244) 

委員会報告No.11,機関保守2, 日本舶用機関学会

（昭和45年8月）。

16)研究報告（その一）船舶の技術革新に対応する就

労体制および乗組員養成に関する研究，航海訓練所

（昭和46年3月）。

17)研究資料（その一）船舶の技術革新に対応する就

労体制および乗組員養成に関する研究（実船におけ

る信頼性研究），航海訓練所（昭和46年8月）。

18)研究報告（その二）船舶の技術革新に対応する就

労体制および乗組員養成に関する研究＜船内作業研

究を中心に＞，航海訓練所（昭和47年7月）。

19)篠田，岡崎，曽禰，鉄道技術研究所速報， No.67 

-177（昭和42年8月）。

20)船舶の高度集中制御方式の研究報告書（その 3タ

ービンプラント）， 日本造船研究協会（昭和44年3

月）。

21)玉木，涌坂，長内，船舶技術研究所第13回研究発

表会講演概要（昭和44年5月）。

:22)玉木，長内，船舶技術研究所第20回研究発表会講

演概要（昭和47年11月）。

:23)歪木，村山，黒須，稲坂，船舶技術研究所第24回

研究発表会講演集（昭和49年12月）。

24)玉木，涌坂， 日本舶用機関学会第8回講演会論文

集（昭和44年10月）。

25)小泉， 日本舶用機関学会誌， 6巻 1号（昭和46年

1月）。

26)曽禰，玉木， 日本舶用機関学会誌， 6巻 7号（昭

和46年7月）。

27)舶用機関の事故集計とその解析，船舶通報，資料

E-86, 日本船主協会機関管理研究会（昭和41年6

月）。

28)舶用機関の事故集計とその解析ー第2報，船舶通

報，資料E-102, 日本船主協会機関管理研究会（昭

和42年8月）。

29)舶用機関の事故集計とその解析ー第三報（大型高

出カディーゼル主機関），船舶通報，資料E-110,

日本船主協会機関管理研究会（昭和44年3月）。

30）タービン主機関の事故調査，船舶通報，資料E-

111, 日本船主協会機関管理研究会（昭和44年3月）。

31)自動化機器の事故調査，船舶通報，資料E-112,

日本船主協会機関管理研究会（昭和44年5月）。

32)排ガスターボ発電機の損傷事故（日本海事協会機

関部調査），船舶通報，資料E-113, 日本船主協会

（昭和44年6月）。



33)昭和41年1月から昭和43年12月までの機関関係事

故について（日本海事協会機関部調査），船舶通報，

資料E-126, 日本船主協会（昭和45年9月）。

34)昭和44年1年間における機関関係事故について

（日本海事協会機関部調査）， 船舶通報， 資料E-

129, 日本船主協会（昭和46年2月）。

35) 1970年の蒸気タービンの損傷例について（日本海

事協会機関部調査），船舶通報，資料E-133, 日本

船主協会（昭和47年3月）。

36) 1971年1年間における機関関係損傷について（日

本海事協会機関部調査），船舶通報，資料E-139,

日本船主協会（昭和48年1月）。

37)筈備救難部航行安全課，‘要救助海難統計の考察',

（昭和30年～昭和44年まで毎年），海上保安庁。

38)警備救難部航行安全課， ‘要救助海難統計', （昭

和45年～現在まで毎年），海上保安庁。

39)‘機関関係事故集計', 日本海事協会会誌，第2号

（昭和25年3月） ～第78号（昭和37年11月），（部外

秘）。

40)‘昭和25年1年間の機関関係事故の統計',日本海

事協会会誌，第9号（昭和26年5月）， （部外秘）。

41)技術部機関課，‘大型ディーゼル機関損傷の展望',

日本海事協会会誌，第37号（昭和31年1月），（部外

秘）。

42)本部技術部機関課， ‘昭和30年7月より昭和31年

12月までの機関関係事故について', 日本海事協会

会誌，第47号（昭和32年9月），（部外秘）。

43)氏家， ‘戦標丸ボイラの事故について', 日本海事

協会会誌，第50号（昭和33年3月），（部外秘）。

44)技術部機関課， ‘戦後の舶用機関事故の変遷につ

いて',日本海事協会会誌，第51号（昭和33年5月），

（部外秘）。

45)技術部機関課， ‘昭和32年1月より昭和 33年6月

までの機関関係事故について',日本海事協会会誌，

第55号（昭和34年1月），（部外秘）。

46)機関部機関調査課， ‘昭和33年7月より昭和34年

12月までの機関関係事故について', 日本海事協会

会誌，第65号（昭和35年9月），（部外秘）。

47)機関部機関調査課， ‘缶令25年以上の湿燃式丸ボ

イラの現状調査', 日本海事協会会誌，第75号（昭

和37年 5月），（部外秘）。

48)機関部機関調査課， ‘昭和35年1月より昭和 36年

6月までの機関関係事故について', 日本海事協会

会誌，第77号（昭和37年9月），（部外秘）。

61 

49)機関部機関調査課， ‘昭和36年7月より昭和 37年

12月までの機関関係事故について', 日本海事協会

会誌第89号（昭和39年9月），（部外秘）。

50)機関部， ‘水管ボイラの損傷とその対策',日本海

事協会会誌，第94号（昭和40年7月），（部外秘）。

51)機関部機関調査課， ‘昭和38年1月より昭和 39年

6月までの機関関係事故について', 日本海事協会

会誌，第97号（昭和41年1月），（部外秘）。

52)機関部機関調査課， ‘昭和39年7月より昭和40年

12月までの機関関係事故について',日本海事協会

会誌第107号（昭和42年9月），（部外秘）。

53)久米， ‘オイルバス式船尾管封油装置および船尾

管構造全般についての損傷', 日本海事協会会誌，

第108号（昭和42年11月），（部外秘）。

54)久米， ‘大型船のリグナムバイタ船尾管軸受の磨

耗状況',日本海事協会会誌，第109号（昭和43年1

月），（部外秘）。

55)機関部機関調査課， ‘昭和41年1月から昭和43年

12月までの機関関係事故について', 日本海事協会

会誌第123号（昭和45年5月），（部外秘）。

56)機関部， ‘昭和44年1年間における機関関係事故

について', 日本海事協会会誌，第125号（昭和45年

9月），（部外秘）。

57)成毛，桑原，‘排ガスターボ発電フ゜ラントの損傷',

日本海事協会会誌，第128号（昭和 46年3月），（部

外秘）。

58)機関部， ‘昭和38年1月から昭和44年12月までの

電気関係事故について',日本海事協会会誌，第129

号（昭和46年5月），（部外秘）。

59)山下， ‘Mゼロ船の運航実績', 日本海事協会会

誌，第129号（昭和46年5月），（部外秘）。

60)機関部， ‘1970年1年間における機関関係事故に

ついて', 日本海事協会会誌，第133号（昭和46年11

月），（部外秘）。

61)梅野， ‘大型ディーゼル機関のカム軸駆動歯車系

の損傷', 日本海事協会会誌，第134号（昭和47年1

月），（部外秘）。
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